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●ボランティアまつり2018
●あいさつ/ボランティア川柳/歳末たすけあい募金運動
●鯖江市社会福祉協議会平成30年間のあゆみ
●市からの社協運営補助金
●ふくし活動ひと筋/ふれあいサロン
●各種相談

　鯖江市社会福祉協議会法人設立50周年記念「ボランティアまつり２０１８」を開催しました。
　当日は、鯖江市長などのご来賓をはじめ、多数の来場をいただきました。
　やすらぎの広場に設置された特設ステージでは、新横江保育園の園児による鼓隊演奏や、さまざま
なボランティアグループの活動発表が行われ、多目的ホールなどでは手話や音訳、車いすなどを体験
できるブースを多数設置して、みなさん熱心に体験していました。
　お昼には、食事づくりボランティアによるカレーライスや、鯖江市赤十字奉仕団によるもちつき大
会でつきたてのお餅に舌鼓を打っていました。
　他にもお楽しみ抽選会やミニステージなどを開催し大盛況で終了することができました。
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“つながりささえあうみんなの地域づくり”

歳末たすけあい募金運動はじまります歳末たすけあい募金運動はじまります

法
人
設
立
50
周
年
を
迎
え
て

【お問い合わせ】
鯖江市共同募金委員会
（鯖江市社会福祉協議会内）
TEL51-0091　FAX 51-8079

　12月１日から共同募金運動の一環として行う“歳末たすけあい運動”が始まります。
今年の募金目標金額は１,９００,０００円で、募金は次の事業等に必要な資金として活用されます。
皆様のあたたかいご理解、ご協力をお願いします。

♥70歳以上のひとり暮らし高齢者宅へささやかな品物を
持って歳末に伺います。

ひとり暮らし高齢者を対象とした歳末慰問事業
♥地域福祉活動を活性化させるために公民館単位にある地
区社協に対して活動費を助成します。 

地区社協活動推進事業

♥市内の小学生のみなさんが、65歳以上のひとり暮らし
高齢者の方に
対して心のこ
もった年賀状
をお届けしま
す。

ひとり暮らし高齢者への年賀状送付事業
♥要支援者の方に、交流を図り孤独感を解消してもらうこ
とを目的に年賀状をお届けします。

要支援者への年賀状送付事業
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
川
柳
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ

一
般
・
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
と
も
県
内
各
地
か
ら
多
数
の
応

募
を
い
た
だ
き
、
応
募
総
数
は
９
４
５
作
品
と
な
り
ま

し
た
。

　
鯖
江
番
傘
川
柳
会 

会
長 

中
村
吉
範
氏
に
審
査
い
た

だ
い
た
結
果
、
各
部
門
上
位
に
入
賞
さ
れ
た
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
す
べ
て
の
応
募
作
品
を
ア
イ
ア
イ
鯖
江
に
掲
示
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
第
二
次
世
界
大
戦

が
終
わ
っ
て
６
年
後

の
昭
和
26
年
、
社
会

福
祉
事
業
法
が
施
行

さ
れ
、
全
国
社
会
福

祉
協
議
会
の
前
身
に

な
る
中
央
社
会
福
祉

協
議
会
と
全
日
本
民
生
委
員
連
盟
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
鯖
江
市
で
は
昭
和
43
年
３
月
30
日
、
中
島

優
治
会
長
の
下
、
社
会
福
祉
法
人
鯖
江
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
戦
後
の
復
興
を
受
け
、
鯖
江
市
社
協
が
発
足
し

た
昭
和
43
年
か
ら
、
後
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
と
名
前
が
変
わ
る
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

が
開
始
さ
れ
、
無
料
法
律
相
談
や
配
食
サ
ー
ビ
ス

も
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
63
年
室
谷
人
雄
会
長
の

時
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
が
始
ま
り

福
祉
も
次
第
に
充
実
し
て
き
て
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

　
福
祉
は
施
設
福
祉
か
ら
次
第
に
在
宅
福
祉
に
舵

が
切
ら
れ
、
内
容
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児

童
と
広
が
り
、
公
助
か
ら
共
助
、
更
に
自
助
が
強

調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
連
の
過

程
の
中
で
、
保
険
制
度
に
よ
る
福
祉
で
あ
る
介
護

保
険
が
平
成
12
年
に
導
入
さ
れ
、
そ
の
後
、
介
護

予
防
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
民
生
委
員
児

童
委
員
活
動
、
小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

の
重
要
性
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
、
小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
も
変
わ
り
ま
す
、
社
会
の
在
り
方
も
変
わ

り
ま
す
、
こ
う
し
た
中
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
役

割
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
市

民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
、
50
周
年

記
念
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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般
の
部
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第
一
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テ
ィ
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集
め
た
瓦
礫
か
ら
新
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室
田
い
く
枝
　
　
鯖
江
市

〇
第
二
席

　
助
け
合
い
重
ね
て
築
く
福
祉
の
輪

　
　
　
　
　
　
　
久
保
　
海
凪
　
　
丹
南
高
校

〇
福
井
新
聞
社
賞

　
被
災
地
へ
芯
を
届
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
中
谷
　
栄
子
　
　
越
前
市

〇
第
三
席

　
支
援
し
て
自
分
の
思
い
届
け
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
彩
華
　
　
丹
南
高
校

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

〇
第
一
席

　
自
分
か
ら
積
極
的
に
参
加
す
る

　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
大
晟
　
　
鯖
江
中
学
校

〇
第
二
席

　
た
す
け
あ
う
汗
が
心
に
し
み
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
田
辺
　
愛
果
　
　
惜
陰
小
学
校

〇
福
井
新
聞
社
賞

　
ご
み
拾
い
心
と
環
境
清
潔
に

　
　
　
　
　
　
　
吉
村
　
絢
音
　
　
神
明
小
学
校

〇
第
三
席

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
優
し
い
心
広
が
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
窪
田
　
七
菜
　
　
惜
陰
小
学
校

敬
称
省
略

歳末慰問 年賀状送付

社
会
福
祉
法
人
　
鯖
江
市
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長
　
齋
藤
　
多
久
馬
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平
成
30
年
間
の
あ
ゆ
み※①

※⑤※⑥※⑦※⑧※⑨

※②※③※④

平
成
元
年

平
成
２
年

平
成
３
年

平
成
４
年

平
成
５
年

平
成
６
年

平
成
７
年

平
成
８
年

平
成
９
年

平
成
10　 
年

平
成
12
年

配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
開
始 ※

①

ほ
の
ぼ
の
コ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
開
始

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
始
ま
る

シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
始
ま
る ※

②

食
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
開
始

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
設
置

福
祉
協
力
校
の
指
定
開
始

片
上
・
河
和
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
設
立

ね
た
き
り
老
人
介
護
者
ふ
れ
あ
い
事
業
開
始

地
域
福
祉
総
合
推
進
事
業
（
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
）
の
指
定
を
受
け
る

鯖
江
市
ね
た
き
り
老
人
を
か
か
え
る
家
族
の
会
発
足 ※

③

鯖
江
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
発
足

事
務
所
を
ア
イ
ア
イ
鯖
江
・
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に

移
転 ※

④

新
横
江
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
設
立

第
１
次
鯖
江
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
受
託
実
施

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動
事
業
の
指
定
を
受
け
る

介
護
保
険
制
度
開
始

平
成
14
年

平
成
16
年

平
成
17
年

平
成
18　 
年

平
成
19
年

平
成
20　 
年

平
成
23　 
年

平
成
24　 
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
28
年

平
成
29
年

鯖
江
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

鳥
羽
事
業
所
開
所
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
か
ま

開
所 ※

⑤

福
井
豪
雨
水
害
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
関
わ
る

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
設
置 ※

⑥

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
準
備
金
の
設
置

福
祉
協
力
員
の
設
置 ※

⑦

さ
さ
え
愛
サ
ー
ビ
ス
開
始

鯖
江
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
と
な
る

結
婚
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置

第
２
次
鯖
江
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

鯖
江
市
高
齢
者
・
障
害
者
日
常
生
活
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
被
災
し
た
岩
手
県
陸
前
高
田

市
社
協
の
普
及
支
援
、
同
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
営
の
た
め
に
職
員
派
遣
、
同
じ
く
宮
城
県
気
仙

沼
市
の
避
難
所
支
援
に
職
員
を
派
遣

ふ
れ
あ
い
の
家
（
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
）

開
所 ※

⑧

第
３
次
鯖
江
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

福
祉
協
力
員
を
福
祉
委
員
に
名
称
変
更

神
明
地
区
地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
設
置

熊
本
県
益
城
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
職
員

派
遣 ※
⑨

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
年
度

3 さばえ 社協だより
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　鯖江市社会福祉協議会（本会）は、本年、法人設立50周年を迎えることができたものの、近年は、収
支の赤字により、思うように事業を展開することができにくくなっています。
　本会の会計は、社会福祉協議会（社協）本来の業務である地域福祉などの公共的活動を行う分野と介
護保険などの営利事業を行う分野に分かれ、公共的分野で大幅な赤字になっています。そのため、介護
保険の利益を将来の施設や設備の更新費用に蓄えないで公共的分野の赤字補填に充ててきましたが、介
護報酬の圧縮等によりそれも不可能となっています。
　この公共的な分野は、市民の皆様から負担していただく会費や市からの補助金や委託料を財源として
おり、その赤字は市からの社協運営補助が少ないことが主な原因です。具体的には、下表のとおり、９
市の中で最低、人口規模の小さい町も含めた17市町の中でも、下から２番目に低い額です。
　本会は、鯖江市に対し補助金や委託料の適正化を引き続き求めていきます。

　本社協は、現在、鯖江市に対し補助金や委託料の改善要望を行うほか、社協内部においては時代
にあった体制づくりのための改革を行っています。
　人事異動が少ない中で、市との人事交流（現在は実施なし）や市職員ＯＢの配置により、新しい
空気を取り入れ、業務がマンネリ化しないよう図ってきましたが、本年度はさらに、「（仮称）社会
福祉協議会発展・強化計画」の策定と内部の単年度事業方針「30の改革」に取り組んでいます。なか
なか順調には進みませんが、市民の福祉向上のため、時代に合った社協をめざしていきたいと考え
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事務局長）

市からの社協運営補助金の額は
　　県内全市町の中で下から２番目

― 平成29年度鯖江市社会福祉協議会赤字決算を考える ―

本社協50年の歩みと社協改革について

【県内市町の社協運営補助額】

区　分 該当市 該当町
２市 １町

３市 ６町

２市 ０町

１市 ０町

鯖江市
（584万円） １町

5,000万円以上

700万円未満

2,000万円以上
　5,000万円未満
1,000万円以上
　2,000万円未満
700万円以上
　1,000万円未満

【県内市町社協運営補助住民１人当たりの額】

区　分 該当市 該当町
０市 ５町

２市 ２町

１市 ０町

５市 ０町

鯖江市
（85円） １町

2,000円以上

100円未満

1,000円以上
　2,000円未満
500円以上
　1,000円未満
100円以上
　500円未満

［各社協の決算書から本社協が推計］



　
鯖
江
市

▼

社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

▼

鯖
江
市

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
感
謝
状
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幸町２丁目
いきいきサロン
幸町２丁目
いきいきサロン

今月のサロン

　日頃顔を合わせる機会がないので、月に１回みんなの顔
を見て安心するとの声が聞かれ、昔のことなど会話が弾み
ます。
　ちょっとした体操や、民謡を踊ったりすることが楽しみ
です。
　顔を合わせることが大切。というのが、代表さんのモッ
トーです。

ふくし活動ひと筋 ボランティア活動をはじめとした福祉事業に永年従事され、その功績
が認められ表彰または感謝状を受けられた方々をご紹介します

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
褒
章

　
緑
綬
褒
章

　
　
福
　
　
味
　
　
会

●
福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

　
社
会
福
祉
施
設
功
労

　
　
青
　
木
　
朝
　
子

　
　
石
　
田
　
美
　
穂

　
　
内
　
田
　
こ
ず
え

　
　
梅
　
田
　
和
　
紀

　
　
田
　
中
　
久
美
子

　
　
丹
　
下
　
由
　
美

　
　
山
　
岸
　
純
　
子

　
　
山
　
本
　
幸
　
惠

　
社
会
福
祉
施
設
功
労

（
保
育
施
設
）

　
　
市
　
橋
　
優
　
子

　
　
岡
　
田
　
直
　
美

　
　
加
　
藤
　
佳
　
枝

　
　
白
　
崎
　
洋
　
子

　
　
田
　
中
　
瑛
　
子

　
　
谷
　
口
　
尚
　
子

　
　
椿
　
原
　
美
　
保

　
　
西
　
　
　
純
　
恵

　
　
樋
　
村
　
純
　
子

　
　
広
　
瀬
　
昭
　
美

　
　
福
　
島
　
久
美
子

　
　
藤
　
井
　
美
　
和

　
　
堀
　
井
　
香
　
里

　
　
水
　
野
　
美
　
香

　
　
宮
　
本
　
亜
由
美

　
　
村
　
上
　
陽
　
子

　
　
吉
　
川
　
実
　
里

　　
社
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ここで一句 元気で　長生きは　サロンのおかげ

（敬称略・順不同）



各種相談・交流の場の案内
　社会福祉協議会では、様々な相談や交流の場を提供していますので、ぜひ活用してください。

■無料法律相談（13：30 ～ 16：30）

弁護士が法律に関する相談に応じます。
相談日　12/3・17、H31.1/21

（相談日の１週間前から予約開始）

■心配ごと相談（13：30 ～ 15：00）
民生委員が福祉に関する相談に応じます。
相談日　12/11・25、H31.1/8・22

問合せ先・会場　アイアイ鯖江　☎51‐0091

■たくみ会（発達の悩み相談会）（16：00 ～ 18：00）
障がいのある児童の保護者のための相談・交流の場。
相談日　12/21、H31.1/25
　　　　会場：アイアイ鯖江

■ピアカウンセリング
同じ障がいのある方がカウンセラーとなって相談
にのります。
相談日時・場所は、希望に応じて調整

問合せ先　鳥羽事業所　☎51‐1839

■高齢者向け 囲碁・将棋（13：00 ～ 16：00）
自由に集い、生きがい・仲間づくりの場。
開催日　毎週土曜日（12/29 休み）

■ボランティアサロン（13：30 ～ 15：00）
ボランティアでの交流の場です。自由にお出で
ください。
開催日　毎月第１・３土曜日

■結婚相談（19：00 ～ 21：00）
結婚相談員が結婚に関する相談に応じます。
相談日　12/5・19、H31.1/16

▶社会福祉法人 鯖江市社会福祉協議会  〒916-0022 鯖江市水落町 2丁目 30番 1号 アイアイ鯖江・健康福祉センター内
▶TEL（代）0778-51-0091   FAX  0778-51-8079

▶鳥羽事業所  〒916-0017 鯖江市神明町 5丁目 5番 37号　▶TEL  0778-51-1839   FAX  0778-51-8805
デイサービスセンターなかま　放課後等デイサービスセンター・日中一時支援

総務課 　　　地域福祉・総務係 /鯖江市ボランティアセンター
介護保険課　　居宅介護支援事業所 /ホームヘルプサービスセンター /神明地区地域包括支援サブセンター
 　　　デイサービスセンター /訪問入浴サービスセンター
鯖江市共同募金委員会

鯖江市高齢者・障害者日常生活自立支援センター　鯖江市障害者生活支援センター
▶ふれあいの家  〒916-1105 鯖江市吉谷町 23-11　▶TEL  0778-77-0023   FAX  0778-77-0023

認知症対応型通所介護事業所

ご寄付をいただき
ありがとうございます

匿　　名
古村紀子（下河端町）様
　
北陸電力㈱集金・検針員労働組合 様

  9/  7
  9/27
　
10/31

3,000円
米105㎏

もち米18㎏
13,000円

『社協会費』にご協力いただき
ありがとうございます

大久保久三夫　様
坂口孫太郎　　様
品川美知子　　様
末本美智子　　様
福原敏弘　　　様
茨田隆信　　　様
弥生会　　　　様
㈱トヨタレンタリース福井　様
北陸綜合警備保障㈱　　　　様

特別会費

賛助会費

特別賛助会費

除雪ボランティア募集 社会福祉協議会への
寄付は税制控除の
対象となります。

平成30年9月14日～11月6日受付分

6さばえ 社協だより

　市内のひとり暮らし高齢者宅、高齢者世帯の玄関
まわりの除雪（屋根雪除く）をしていただけるボラ
ンティアを募集しています。
　活動いただける方は下記の申込先までお申込くだ
さい。

●活動期間
　12月３日（月）～平成31年３月29日（金）まで
●申 込 先
　鯖江市社会福祉協議会　TEL５１－００９１

第９回歳末たすけあい
チャリティーオークション開催

　市内有志による「書」、「工芸」、「絵画」、「写真」、
「手芸品」等の作品を展示・頒布いたします。誰でも参
加できますのでお気軽にお越しください。
●展示期間
　12月３日（月）～12月９日（日）まで
　10時～ 18時（最終日は16時まで）
●会　　場
　鯖江市文化の館（鯖江市水落町2－25－28）


